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明
治
四
十
二
年
（
一
九
○
九
）
清
水
港
は
横
浜
港
を
抜
き
、
お
茶
輸
出
全
国
一
と
な
る
。
静
岡

茶
を
清
水
港
か
ら
ｌ
次
郎
長
の
悲
願
は
、
没
後
十
七
年
に
よ
う
や
く
実
っ
た
．

明
治
に
な
っ
て
切
っ
た
張
っ
た
の
世
界
か
ら
大
転
換
し
一
こ
の
年
、
清
水
港
に
と
っ
て
開
港
以
来
の
画
期
的
な
出
来

た
次
郎
長
は
、
晩
年
を
「
お
茶
」
に
投
入
し
た
。
一
事
が
起
こ
っ
た
。

あ
の
富
士
裾
野
開
墾
も
そ
う
で
あ
っ
た
し
、
横
浜
通
い
一
清
水
港
か
ら
の
お
茶
輸
出
が
、
初
め
て
横
浜
港
を
抜
き

を
し
て
静
岡
茶
を
横
浜
に
運
ぶ
物
流
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
一
全
国
一
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

の
も
清
水
港
を
お
茶
の
み
な
と
に
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
一
世
界
市
場
を
独
占
し
て
い
た
中
国
茶
に
追
い
つ
き
追
い

明
治
四
十
二
年
（
一
九
○
九
）
、
今
か
ら
一
○
○
年
前
の
一
越
せ
と
、
日
本
茶
輸
出
が
始
ま
っ
た
頃
、
清
水
港
は
開
港

場
で
は
な
か
っ
た
。
静
岡
茶
は
清
水
港
経
由
で
横
浜
に
運

ば
れ
、
「
お
茶
場
」
で
加
工
さ
れ
米
国
に
輸
出
さ
れ
た
。

清
水
港
が
小
樽
、
四
日
市
、
門
司
、
博
多
な
ど
と
と
も

に
開
港
さ
れ
た
の
は
、
次
郎
長
の
死
後
六
年
た
っ
た
明
治

三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
日
本
郵
船
神
奈
川
丸
が
お
茶
を
積
ん
で
清
水

港
を
出
帆
、
清
水
港
か
ら
の
お
茶
輸
出
が
始
ま
っ
た
の
は

明
治
三
十
九
年
（
一
九
○
六
）
、
そ
れ
か
ら
三
年
を
経
て
よ

う
や
く
横
浜
を
抜
き
、
清
水
港
は
日
本
一
の
茶
の
み
な
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

次
郎
長
に
と
っ
て
い
わ
ば
悲
願
が
実
っ
た
こ
の
年
、
明

治
四
十
二
年
六
月
十
二
日
、
次
郎
長
十
七
回
忌
の
法
要
が

梅
蔭
寺
で
営
ま
れ
た
。
三
代
目
お
ち
よ
う
を
囲
ん
だ
参
列

者
の
写
真
は
本
誌
哩
号
に
の
せ
ら
れ
た
が
、
こ
こ
に
再
掲

す
る
。
（
次
頁
）

よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
十
七
回
忌
の
前
後
、
報
知
新

聞
静
岡
版
に
「
侠
客
寡
婦
物
語
」
と
題
し
て
お
ち
よ
う
さ

ん
の
回
顧
談
が
連
載
さ
れ
話
題
を
呼
ん
だ
。

そ
の
中
に
、
生
前
の
次
郎
長
の
横
浜
行
が
語
ら
れ
て
い

る
。
次
郎
長
が
横
浜
で
定
宿
と
し
て
い
た
神
風
楼
の
こ
と

で
あ
る
。
神
風
襖
は
岩
亀
楼
と
並
ぶ
横
浜
一
、
二
の
旅
館

だ
が
経
営
者
山
口
久
米
蔵
は
次
郎
長
の
サ
ポ
ー
タ
ー
で

あ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
静
岡
県
令
が
過
激
な
奈
良
原
繁
の
時

代
、
次
郎
長
が
自
由
民
権
運
動
弾
圧
の
飛
ぱ
っ
ち
り
で
井

宮
監
獄
に
収
監
さ
れ
た
時
の
こ
と
を
、
お
ち
よ
う
さ
ん
は

こ
う
語
っ
て
い
る
。

「
神
奈
川
の
久
米
蔵
と
い
う
人
な
ん
か
の
尽
力
は
通
常

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
此
の
方
は
、
そ
の
頃
神
風
楼
の
主
人

で
長
五
郎
と
は
兄
弟
の
よ
う
に
し
て
い
た
ん
で
す
か
ら
、

『
お
れ
が
一
肌
脱
が
に
や
な
ら
ん
時
が
来
た
」
と
こ
う
申

岡
本
一
の
茶
の
み
な
造
一
○
○
年

一~
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見
せ
る
と
、
女
将
が
、
「
駿
河
の
ご
飯
の
好
き
な
親
分
が
来

た
」
と
言
う
話
も
、
お
ち
よ
う
さ
ん
の
回
顧
談
だ
。

ち
な
み
に
神
風
楼
は
明
治
四
十
四
年
火
災
で
焼
失
、
山

口
久
米
蔵
の
後
継
者
仙
之
助
は
箱
根
富
士
屋
ホ
テ
ル
を
創

設
し
た
。

し
ま
し
て
…
…
」

こ
う
い
っ
た
人
た
ち
の
尽
力
や
県
令
の
交
代
で
刑
期
を

大
幅
に
減
免
さ
れ
、
明
治
十
九
年
に
釈
放
さ
れ
た
。

次
郎
長
が
お
茶
の
こ
と
を
熱
心
に
や
っ
て
い
た
の
は
、

そ
れ
よ
り
十
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
、
横
浜
の
商
人
、
静
岡

の
茶
商
、
清
水
港
廻
船
問
屋
の
後
継
者
た
ち
を
結
び
つ
け

て
お
茶
の
物
流
を
担
う
静
隆
社
が
明
治
十
三
年
誕
生
し
た
。

資
本
金
八
万
五
千
円
の
大
株
主
に
は
、
清
水
出
身
の
松
下

く
ら
や
、
廻
船
問
屋
松
本
屋
の
小
川
藤
兵
術
な
ど
が
名
前

を
連
ね
て
い
る
。

横
浜
通
い
を
し
て
い
た
頃
、
次
郎
長
が
神
風
楼
に
顔
を明治42年６月１２日次郎長17回忌参列者前列黒の羽織姿がおちよう

明
治
十
九
年
仮
出
獄
し
た
次
郎
長
は
、
巴
川
畔
の
住
居

を
処
分
し
、
向
島
（
清
水
受
新
田
）
の
波
止
場
に
、
船
宿

末
庚
を
開
業
し
た
。
そ
の
場
所
は
日
の
出
埠
頭
、
浪
漫
館

付
近
で
、
三
年
ほ
ど
前
、
日
本
平
頂
上
に
あ
っ
た
海
野
孝

三
郎
顕
彰
碑
が
移
さ
れ
て
建
っ
て
い
る
。

四
メ
ー
ト
ル
も
あ
ろ
う
か
と
い
う
巨
大
な
石
碑
は
、
先

に
も
ふ
れ
た
が
、
明
治
三
十
九
年
、
日
本
郵
船
神
奈
川
丸

が
初
め
て
清
水
港
か
ら
茶
を
輸
出
し
た
の
を
記
念
し
、
そ

の
功
労
者
海
野
孝
三
郎
を
顕
彰
し
て
建
て
た
も
の
で
あ
る
。

清
水
港
か
ら
の
お
茶
輸
出
は
、
こ
の
年
を
皮
切
り
に
、

明
治
三
十
九
年
五
、
一
八
四
千
ポ
ン
ド

四
十
年
七
、
四
一
七

四
十
一
年
一
○
、
五
四
五

四
十
二
年
一
四
、
五
二
三

と
急
伸
し
、
四
十
二
年
に
は
横
浜
を
抜
い
て
日
本
一
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
開
港
場
に
指
定
さ
れ
て
か
ら
、
ち
ょ

う
ど
十
年
の
年
月
を
要
し
て
い
る
。

そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
海
野
孝
三
郎
の
記
念
碑
と
背

中
合
わ
せ
に
、
大
き
さ
は
遥
か
に
小
さ
い
が
、
「
次
郎
長
宅

跡
之
碑
」
が
建
っ
て
い
る
。
次
郎
長
が
晩
年
営
ん
だ
船
宿

末
庚
の
復
元
し
た
建
物
は
港
橋
の
と
こ
ろ
に
あ
る
が
、
実

際
に
あ
っ
た
の
は
、
浪
漫
館
の
傍
の
こ
の
石
碑
の
場
所
な

の
で
あ
る
。

お
茶
と
次
郎
長
の
碑
が
背
中
合
わ
せ
の
近
く
に
建
っ
て

横浜神風楼（明治期）

い
る
の
は
偶
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
決
し
て
無
関
係
で

は
な
い
。

清
水
・
静
岡
の
代
表
的
民
謡
「
茶
っ
切
り
節
」
と
「
次

郎
長
音
頭
」
は
そ
れ
ぞ
れ
北
原
白
秋
と
野
口
雨
情
の
作
詩

で
あ
る
が
「
唄
は
茶
っ
切
り
ぶ
り
、
男
は
次
郎
長
」
「
お

茶
じ
ゃ
す
ま
せ
ぬ
次
郎
長
音
頭
」
と
お
茶
と
次
郎
長
と
い

う
言
葉
が
詠
み
こ
ま
れ
て
い
る
。
清
水
港
に
と
っ
て
そ
れ

は
合
言
葉
と
い
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

繰
り
返
す
よ
う
だ
が
、
今
年
は
清
水
港
が
日
本
一
の
茶

の
み
な
と
に
な
っ
て
か
ら
の
一
○
○
年
と
い
う
節
目
の
年

で
あ
る
。
静
岡
茶
の
歴
史
、
横
浜
と
清
水
港
の
歴
史
、
関

わ
っ
た
次
郎
長
の
史
実
、
そ
れ
ら
を
改
め
て
見
な
お
す
べ

き
時
で
あ
ろ
う
。

ち
ょ
う
ど
五
十
年
前
に
出
版
さ
れ
た
「
日
本
茶
輸
出
百

年
史
」
に
よ
れ
ば
、
「
茶
の
輸
出
に
関
係
し
た
お
も
な
港
は

横
浜
・
神
戸
・
長
崎
・
清
水
・
四
日
市
の
五
港
で
あ
っ
た
。

－２－



四
月
二
十
七
日
（
月
）
春
の
次
郎
長
史
跡
探
訪
ツ
ァ
ー
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
花
の
時
季
は
終
っ
て
い
ま
し
た
が
、
し

だ
れ
桜
で
有
名
な
身
延
山
参
拝
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
朝

か
ら
快
晴
に
恵
ま
れ
、
バ
ス
は
お
よ
そ
四
十
名
で
出
発
で
す
。

身
延
山
は
、
天
田
愚
庵
が
戊
辰
の
役
で
行
方
不
明
に

な
っ
た
父
母
妹
を
探
し
な
が
ら
全
国
を
歩
い
た
と
き
、
も

し
か
こ
の
身
延
山
に
来
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
参
詣
帳

を
調
べ
に
立
ち
寄
っ
た
と
い
い
ま
す
。

日
蓮
宗
総
本
山
の
身
延
山
久
遠
寺
は
、
お
よ
そ
七
百
年

前
、
日
蓮
大
聖
人
が
晩
年
を
過
ご
さ
れ
た
霊
山
で
、
当
地

の
領
主
南
部
六
郎
実
長
公
の
招
き
で
五
十
三
歳
の
時
入
山

し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
一
行
の
バ
ス
は
、
総
門
を
く
ぐ
り
山
門
（
日
本

三
大
門
の
一
つ
）
を
横
に
見
な
が
ら
山
を
登
り
、
大
本
堂

裏
の
駐
車
場
に
着
き
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

で
昇
る
と
眼
前
に
五
重
塔
が
い
き
な
り
目
に
入
り
ま
す
。

憤旦

た
ち
と
交
流
。
翌
日
は
次
郎
長
音
頭
の
野
口
雨
情
生
家
へ
。
●
申
込
締
切
九
月
三
十
日

ベ
ン
ガ
ラ
塗
り
の
五
重
塔
は
、
薬
師
寺
の
塔
の
よ
う
な
、

き
ら
び
や
か
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
然
の
中
に
と
け
こ

み
堂
々
と
し
て
い
ま
す
。
五
月
十
三
日
に
行
わ
れ
る
落
慶

法
要
の
準
備
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

大
本
堂
前
で
こ
の
日
の
た
め
興
津
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
来
ら

れ
た
丸
茂
僧
正
に
お
逢
い
し
、
建
物
の
中
を
ご
案
内
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
ず
大
本
堂
の
天
井
に
舞
う
加
山
又
造
画
伯
の
描
か
れ

た
黒
龍
に
出
会
い
ま
し
た
。
私
は
昨
年
秋
の
京
都
研
修
で

花
園
会
館
に
宿
泊
し
た
と
き
、
妙
心
寺
法
堂
の
天
井
の
龍

を
思
い
出
し
、
心
あ
ら
わ
れ
る
境
地
で
し
た
。

美
し
い
自
然
に
包
ま
れ
た
久
遠
寺
は
、
五
重
塔
と
共
に

忘
れ
ら
れ
な
い
感
動
で
一
杯
で
す
。

以
前
は
総
門
よ
り
徒
歩
で
階
段
を
一
歩
一
歩
登
り
な
が

ら
本
堂
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
が
、
現
在
は
道
も
整
備
さ

れ
て
車
で
簡
単
に
本
堂
に
行
け
る
の
で
す
か
ら
、
参
詣
も

そ
し
て
こ
の
日
本
茶
輸
出
港
の
栄
枯
盛
衰
の
歴
史
は
、
ひ

と
く
ち
に
い
っ
て
、
横
浜
港
か
ら
清
水
港
へ
の
輸
出
イ
ニ

シ
ア
チ
ブ
の
移
行
と
い
う
点
に
焦
点
を
し
ぼ
る
こ
と
が
で

き
る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。

横
浜
港
は
今
年
開
港
百
五
十
年
で
湧
い
て
い
る
。
清
水

港
は
開
港
百
十
年
だ
が
、
日
本
一
の
茶
の
み
な
と
に
な
っ

て
百
年
と
い
う
年
で
あ
る
こ
と
を
見
落
と
し
て
は
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。

次
郎
長
が
「
茶
」
に
目
を
向
け
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た

の
は
何
か
。

一
言
で
い
え
ば
徳
川
旧
幕
臣
た
ち
と
の
交
流
で
あ
る
。

明
治
元
年
七
月
二
十
三
日
、
徳
川
慶
喜
公
が
新
政
府
に

よ
り
謹
慎
を
命
じ
ら
れ
、
水
戸
か
ら
静
岡
に
や
っ
て
来
た
。

お
供
に
つ
い
て
来
た
の
は
五
十
人
ば
か
り
の
精
鋭
隊
士
で

あ
る
。
将
軍
護
衛
の
精
鋭
隊
は
後
に
新
番
組
と
改
称
さ
れ

マ
リ
ン
パ
ー
ク
の
海
野
孝
三
郎
顕
彰
碑
。
後
方
は
浪
漫
館
ビ
ル

、
苧
〆
葬
梱
一
心
弓
１
割
ロ

遺
産
の
処
分
と
い
う
内
輪
の
相
談
事
だ
。

次
郎
長
が
明
治
七
年
と
い
う
早
い
段
階
で
富
士
裾
野
開

墾
に
着
手
し
た
の
は
、
松
岡
や
中
条
金
之
助
ら
牧
の
原
入

植
組
か
ら
、
茶
生
産
の
重
要
性
を
知
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

激
変
す
る
時
代
の
潮
流
の
中
で
、
次
郎
長
は
県
命
に
子
分

た
ち
と
生
き
る
道
を
探
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

焔炉瞭鐘ｇ毒．．

秋
の
一
泊
旅
行
は
患
庵
故
郷
い
わ
き
へ
（
お
申
込
み
、
問
合
せ
は
脳
三
五
二
’
七
三
一
一
一
一
へ
）

－３ －

◎
戊
辰
戦
争
で
行
方
不
明
と
な
っ
た
父
母
妹
を
探
し
て
遍
歴
し
●
日
時
十
一
月
九
日
（
泊
）
十
日

た
天
田
愚
庵
、
終
の
住
居
と
な
っ
た
庵
で
、
愚
庵
研
究
会
の
人
●
参
加
費
三
万
二
千
円

る
が
、
隊
長
格
松
岡
篤
が
率
い
て
牧
の
原
に
入
植
す
る
。

こ
の
松
岡
蔦
が
、
山
岡
鉄
舟
を
次
郎
長
に
引
き
合
わ
せ

る
の
で
あ
る
。
松
岡
葛
は
次
郎
長
と
余
程
親
し
く
し
て
い

た
ら
し
い
。
鉄
舟
が
亡
く
な
っ
た
直
後
の
明
治
二
十
一
年

九
月
の
日
付
で
、
次
郎
長
に
宛
て
た
手
紙
が
、
お
ち
よ
う

さ
ん
の
子
孫
入
谷
家
に
残
さ
れ
て
い
た
。
内
容
は
鉄
舟
の

平
成
二
十
一
年
春
の
日
帰
り
旅
行

身
延
山
、
天
照
教
、
次
郎
長
開
墾
跡
を
訪
ね
る

鍵



部
の
境
内
に
残
る
次
郎
長
手
植
え
の
桜
見
学
で
す
。
花

は
終
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
き
な
桜
の
木
の
前
で
記
念
撮

影
で
す
。

こ
の
頃
に
な
る
と
快
晴
の
空
の
雲
行
き
が
変
わ
り
ポ

ッ
ポ
ッ
と
雨
が
降
り
出
し
、
途
中
で
道
を
間
違
え
た
り
し

た
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
富
士
市
大
洲
の
次
郎

長
の
開
墾
地
、
さ
ら
に
富
士
市
今
泉
の
法
雲
寺
（
辻
の
勝

五
郎
墓
所
）
か
ら
吉
原
宿
の
鯛
屋
旅
館
に
到
着
。

御
主
人
で
歴
史
に
詳
し
い
佐
野
大
三
郎
さ
ん
か
ら
吉

原
宿
の
話
を
聞
き
、
お
み
や
げ
物
を
求
め
て
帰
途
に
着
き

ま
し
た
。
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バ
ス
乗
車
の
と
き
、
店
主
の
お
も
て
な
し
で
一
人
ひ
と

り
に
火
打
ち
石
で
送
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
縁
起

で
し
ょ
う
か
、
バ
ス
が
走
り
出
し
て
し
ば
ら
く
す
る
と
、

急
に
雨
あ
が
り
の
海
の
方
に
虹
が
大
き
く
半
円
を
描
い

て
出
て
い
る
の
で
す
。
車
内
は
い
つ
の
間
に
か
童
心
に

戻
っ
て
に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
し
た
。
き
っ
と
次
郎
長
翁

が
喜
ん
で
一
行
の
中
に
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
う
し
て
春
の
バ
ス
旅
行
の
一
日
は
楽
し
く
、
予
定
通
り

終
り
ま
し
た
。
い
つ
も
思
い
出
に
残
る
旅
行
を
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
天
野
香
）

圃
園
国
回
回

・
お
茶
輸
出
百
年
祭
が
盛
大
に
開
か
れ
て
か
ら
五
十
年
。

茶
商
ウ
ォ
ル
タ
ー
ヘ
リ
ヤ
氏
が
清
水
市
名
誉
市
民
に
推

さ
れ
た
の
も
五
十
年
前
で
す
。

。
会
報
泌
号
は
、
清
水
港
が
日
本
一
の
茶
輸
出
港
に
な
っ

て
一
○
○
年
を
特
集
し
ま
し
た
。

。
四
月
か
ら
復
活
し
た
船
宿
末
匿
で
の
「
次
郎
長
巷
談
」

は
、
毎
月
第
三
土
曜
日
昭
時
釦
分
か
ら
。
八
月
の
第
三

土
曜
は
終
戦
記
念
日
の
晦
日
、
「
次
郎
長
の
後
継
者
た

ち
」
と
題
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

。
昭
和
十
七
年
、
次
郎
長
五
十
回
忌
の
時
に
、
梅
蔭
寺
で

と
ら
れ
た
写
真
に
は
、
お
ち
よ
う
さ
ん
の
曾
孫
に
当
る

学
生
服
姿
の
一
人
の
若
者
が
写
っ
て
お
り
ま
す
。
入
谷

篤
治
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
六
日
、
誤
っ
た
出

撃
命
令
の
た
め
戦
死
し
ま
し
た
。

。
南
国
土
佐
の
太
平
洋
海
岸
夜
須
町
に
は
、
四
百
人
を
超

え
る
若
者
が
散
っ
た
大
事
故
の
慰
霊
碑
が
建
ち
、
犠
牲

者
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

。
“
年
た
っ
た
今
で
も
、
こ
の
話
を
す
る
と
、
悲
痛
な
感

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

楽
に
で
き
ま
す
。

身
延
山
よ
り
西
の
方
角
に
七
面
山
が
あ
り
ま
す
。
七
面

山
は
女
人
禁
制
で
し
た
が
、
法
華
経
の
信
者
で
あ
る
徳
川

家
康
公
の
側
室
、
真
珠
院
お
万
の
方
が
自
ら
白
糸
の
滝
で

七
日
間
の
水
垢
離
を
し
て
登
山
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
女

人
禁
制
の
解
か
れ
た
お
山
で
、
今
で
は
参
詣
者
の
宿
泊
施

設
も
あ
る
そ
う
で
す
。

こ
ん
な
に
変
化
し
た
身
延
山
や
七
面
山
を
見
た
ら
、
お

万
の
方
も
ま
っ
青
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

山
を
下
り
、
い
よ
い
よ
有
名
な
富
士
宮
焼
き
そ
ば
で
昼

食
で
す
。
こ
こ
で
竹
内
会
長
と
合
流
し
、
神
道
天
照
教
本

勝

静

、
一
ｍ
聯
翰
癖
銅
》
》
榊
癖
蝿
識
壁
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